
や
さ
し
さ
と
　
活
力
あ
ふ
れ
る
　
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
・
ラ
イ
フ
　
い
い
た
て

（－2人）

（＋1人）

（前月比）

（－1人）

（＋4戸）

第
四
九
〇
号
　
平
成
十
六
年
八
月
五
日
発
行
（
毎
月
五
日
発
行
）
●
発
行
／
飯
舘
村
　
●
編
集
／
企
画
室
広
報
委
員
会
　
〒
九
六
〇
‐
一
八
九
二
　
福
島
県
相
馬
郡
飯
舘
村
伊
丹
沢
字
伊
丹
沢
五
八
〇
番
地
一

�
〇
二
四
四
‐
四
二
‐
一
六
一
三

印
刷
　
㈲
ラ
イ
ト
印
刷

№

Ｎ
ｏ
.４
９
０
　
２
０
０
４
.８
.５

は再生紙を使って作られています

http://www.vill.iitate.fukushima.jp
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（国勢調査に基づき増減された現住人口）

▽
今
年
の
夏
は
、
雨
の
降

る
日
が
少
な
く
、
暑
い
毎
日

が
続
い
て
い
ま
す
。
農
作
物

は
、
若
干
乾
燥
気
味
の
よ
う

で
す
が
、
順
調
に
生
育
が
進

ん
で
い
る
と
の
こ
と
。
今
年

は
豊
作
が
期
待
で
き
そ
う
で

す
。
▽
先
月
開
催
さ
れ
た

「
相
馬
野
馬
追
」
で
は
、
多

く
の
観
客
が
�
熱
中
症
�
に

見
舞
わ
れ
病
院
に
運
ば
れ
ま

し
た
。
▽
私
も
毎
月
、
広
報

原
稿
の
締
切
り
日
が
近
く
な

る
と
、あ
る
意
味
�
熱
中
症
�

に
…
。
▽
暑
い
（
熱
い
）
今

年
の
夏
、
気
を
付
け
て
過
ご

し
た
い
も
の
で
す
。

一 品 わが家の わが家の わが家の わが家の 
スローライフ 

スローフード のススメ 

▽
い
い
た
て
福
祉
会
に
佐

藤
昭
一
さ
ん
（
芦
原
）
か
ら

金
５
万
円
、
西
内
安
男
さ
ん

（
大
久
保
・
外
内
）
か
ら
金
５

万
円
▽
社
会
福
祉
協
議
会
に

�
橋
仁
子
さ
ん
（
関
沢
）
か

ら
金
10
万
円
を
寄
付
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
７
月
28
日
現
在
）

●●
●
●

●

●●

●
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▲５月に飯舘村において開催された第5回合併協議会のようす

７
月
15
日
の
第
７
回
合
併

協
議
会
に
お
い
て
、
新
市
の

発
足
日
が
、
平
成
17
年
９
月

26
日
に
決
定
し
ま
し
た
。
合

併
の
主
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

下
の
と
お
り
で
す
。

『分権・分散型合併』実現の重要課題である「地域自治組織制度」についての概要が次のとおり
まとまりました。

「100年の計」の考え
から恒久的なものと
いう位置付けです

地域自治区の長とは
別に、会長と副会長
を置きます

合併特例法による
“助役”相当の位置
付けです

住民と行政が協働の
まちづくりを図るた
めの住民組織です

区長制度の見直しに
際しては、地域協議
会の意見を踏まえて
判断します

10年を一つの目安と
して見直すこともあ
りますが、恒久的な
ものという位置付け
です

現在の村役場は「飯舘
区役所」になります

任意合併協議会で決
定した理念を引き継
いでいます
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○
在
任
特
例

合
併
特
例
法
に
よ
り
、

現
在
の
議
会
議
員
を
９
ヵ

月
間
引
き
続
き
新
市
の
議

員
と
し
て
在
任
す
る
。
そ

の
間
の
議
員
報
酬
額
は
原

町
市
の
報
酬
額
と
し
、
そ

の
後
の
報
酬
額
は
、
新
市

の
特
別
職
報
酬
等
審
議
会

に
諮
問
し
て
調
整
す
る
。

○
議
員
定
数
と
選
挙
区

新
市
の
議
会
議
員
の
定

数
は
30
人
と
す
る
。

新
市
の
設
置
後
、
最
初

に
行
わ
れ
る
議
会
議
員
の

一
般
選
挙
で
は
、
４
つ
の

選
挙
区
を
設
け
る
。
選
挙

区
ご
と
の
定
数
は
、
飯
舘

村
４
人
、
小
高
町
６
人
、

鹿
島
町
６
人
、
原
町
市
14

人
。
な
お
、
そ
の
後
の
一

般
選
挙
で
は
選
挙
区
を
設

け
な
い
。

合
併
協
議
会
が
６
月
15
日

か
ら
７
月
20
日
に
か
け
て
募

集
し
た
新
市
の
名
称
は
、
県

内
外
か
ら
３
、
２
０
４
通
の

応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

応
募
作
品
を
見
て
み
る

と
、『
南
相
馬
市
』
や
『
野

馬
追
市
』、『
新
相
馬
市
』、

『
行
方

な
め
か
た

市
』
な
ど
が
多
い
よ
う

で
す
。

新
市
の
名
称
は
今
後
、

「
新
市
名
称
等
に
関
す
る
小

委
員
会
」
で
候
補
を
し
ぼ
り
、

最
終
的
に
は
８
月
12
日
に
飯

舘
村
で
開
催
さ
れ
る
第
８
回

合
併
協
議
会
に
お
い
て
決
定

さ
れ
る
予
定
で
す
。

第
８
回
合
併
協
議
会

は
、
次
の
と
お
り
飯
舘

村
に
お
い
て
開
催
さ
れ

ま
す
。

８
月
12
日
（
木
）

午
前
10
時
〜

飯
舘
村
公
民
館

２
階
「
大
ホ
ー
ル
」

※
傍
聴
さ
れ
る
方
は
会

議
開
始
15
分
前
ま
で
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

今
回
の
協
議
会
で

は
、
新
市
の
名
称
や
議

員
の
定
数
及
び
任
期
な

ど
、
重
要
な
事
項
が
協

議
さ
れ
る
予
定
で
す
。

協
議
会
は
ど
な
た
で

も
傍
聴
で
き
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

※その他には記入もれ、無効も含みます。

合
併
協
議
会
で
は
、
４
市

町
村
を
回
り
住
民
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。
飯
舘
村
で
の

説
明
会
は
次
の
日
程
で
行
わ

れ
ま
す
。

説
明
会
の
内
容
は
、
合
併

に
係
る
現
在
ま
で
の
協
議
経

過
や
新
市
の
将
来
像
、
合
併

し
た
場
合
と
合
併
し
な
か
っ

た
場
合
の
財
政
シ
ュ
ミ
レ
ー

シ
ョ
ン
の
比
較
な
ど
を
報
告

す
る
予
定
で
す
。

全
体
説
明
会
に
は
、
４
市

町
村
の
首
長
も
出
席
し
ま
す

の
で
、
多
く
の
村
民
の
ご
参

加
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
村
で
は
下
記
の
と

お
り
全
て
の
行
政
区
で
地
区

説
明
会
を
行
い
ま
す
。

地
区
説
明
会
に
は
、
村
長

も
出
席
し
村
に
お
け
る
合
併

に
係
る
現
在
ま
で
の
協
議
経

過
や
合
併
し
た
場
合
と
合
併

し
な
か
っ
た
場
合
の
財
政
シ

ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
比
較
に

つ
い
て
新
し
い
デ
ー
タ
を
用

い
て
報
告
す
る
予
定
で
す
。

と

き

９
月
１
日
（
水
）

午
後
６
時
30
分
〜

と
こ
ろ

飯
舘
村
公
民
館

２
階
「
大
ホ
ー
ル
」

今
回
の
合
併
に
よ
り
、
今

日
ま
で
築
い
て
き
た
飯
舘
村

の
住
民
参
加
に
よ
る
地
域
づ

く
り
が
決
し
て
衰
え
る
こ
と

が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
思

い
ま
す
。
そ
し
て
ま
た
、
新

市
に
お
い
て
も
こ
の
こ
と
が

重
要
な
課
題
で
も
あ
る
と
思

い
ま
す
。
当
委
員
会
で
は
、

特
に
地
域
自
治
区
の
長
の
扱

い
に
つ
い
て
、
そ
の
役
割
や

位
置
付
け
が
重
要
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
大
き
な
議
論
の

や
ま

●

●

で
あ
っ
た
よ
う
な
気
が

し
ま
す
。
選
任
方
法
や
地
域

協
議
会
の
あ
り
方
な
ど
に
つ

い
て
も
課
題
が
山
積
し
て
い

る
も
の
の
、
理
想
的
な
地
域

づ
く
り
の
好
機
到
来
に
な
れ

ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

４
市
町
村
が
一
つ
に
な
る
事
は
す

ご
く
大
変
だ
と
最
近
強
く
感
じ
て
い

ま
す
。
様
々
な
検
討
事
項
が
あ
り
ま

す
が
、
特
に
議
員
の
在
任
特
例
を
採

用
し
た
経
緯
に
つ
い
て
報
告
し
ま

す
。
在
任
特
例
を
採
用
す
る
こ
と

で
、
９
ヵ
月
間
議
員
総
数
が
75
名

に
な
り
、
約
９
千
万
円
の
支
出
増

に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
新
市
に
な

り
市
長
も
か
わ
り
、
職
員
の
異
動
な

ど
が
行
わ
れ
、
誰
が
安
心
し
た
形
で

新
市
を
管
理
運
営
す
る
か
と
な
る

と
、
好
む
と
好
ま
ざ
る
と
に
か
か
わ

ら
ず
議
員
に
期
待
す
る
事
に
な
り
ま

す
。
確
か
に
、
合
併
の
最
大
の
テ
ー

マ
は
財
政
の
効
率
化
で
す
が
、
小
委

員
会
で
は
、
目
先
の
財
政
効
率
化

よ
り
新
市
の
あ
る
べ
き
未
来
、
地
域

の
声
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
に
全
力
投

球
し
て
い
た
だ
き
、
９
千
万
円
の
増

が
決
し
て
ム
ダ
で
は
な
か
っ
た
と
思

え
る
様
な
展
開
が
必
要
と
考
え
た
と

こ
ろ
で
す
。

▲昨年の合併地区懇談会のようす

（飯舘村会場）


